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１．はじめに
　しばらく前，ある大学で行われたロール・プレイングの研修会に，講師
として参加した。参加者は，筆者と当該大学教員以外は，ロール・プレイ
ングに関しては初心者であり，在学生ばかりであった。
　どのようなプレイをやってみたいかを参加者に聞いてみたところ，教育
実習に行っているが－研修会は休日だったので参加できた－，我の強い子
がいて（小学校低学年だという）対応に困っているので，そういう場面を
プレイで演じてみたいとのことであった。その小学校の教員に相談しても
あまりアドバイスはしてもらえず，大学の教員にも少ししか助言をもらえ
ないとのこと。それで，本人なりにどのように努力しているのかと尋ねて
みると，小学校教員向けのマニュアルを次々に読んで，工夫しようとして
いるけれど，なかなかうまくいかないので，この研修会で何かヒントがつ
かめないかと考えて参加してみたのだという。
教育実習生のマニュアル通りの役割についての再検討
－ロール・プレイングの視点から－
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　筆者は以前から，マニュアル頼りの人間関係ということに懸念を感じて
いて（筆者自身もそういう傾向が強いからであるが），ロール・プレイン
グを用いてそういう問題を考えようとしてきた。ここで取り上げる研修会
で，特別な大きな成果が出たというわけではないが，教育実習という場面
も，学生が教員の役割を演じるという意味１）でも，教育実習生が小さい
児童の役割を演じてみることができるという意味でも，教育実習に関して
ロール・プレイングという視点から検討することに意義を見いだすことが
できたので，その意義について検討することにしたい。
　なお，実際のプレイは本稿の後半で報告することにして，先にマニュア
ル頼りという問題について取り上げてみる。
２．マニュアル依存症
　昆虫や鳥などは，どのような場面でどのように行動するかが遺伝的にプ
ログラムされており，個体保存と種の保存の本能が組み込まれている。一
方，人間は本能の壊れた動物と呼ばれるように，遺伝的なプログラムに従っ
ていれば生きてゆけるわけではない。その代わり人間は言語を用いること
ができ，自分でプログラムを創造し行動することができるのである。マニュ
アルやガイドブックなどは，遺伝的なプログラムに代わるものとして言語
を用いて作成したプログラムといってもいいであろう。ところが，マニュ
アルが整備されればされるほど，人間の行動が創造的でなくなってしまい，
あらかじめ決まった通りにしか行動できなくなってしまうという傾向があ
る。皮肉を込めて，マニュアル社会といわれる現代の日本では人間が，遺
伝的なプログラムに縛られた昆虫なみになってしまったと揶揄する人２）
が現れた。それから四半世紀たつ。
　また，「いかに人に出会えるかなどは，きわめて創造的な営みである」
のに「マニュアルがなければ何もできないし，どうしてよいかわからない」
という人が目立つことが指摘され，マニュアル依存症候群ということばが
提唱され２）てからも四半世紀たつ。今考えると確かに，まさにマニュア
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ル依存症ということばにふさわしい人々が目につく。取扱いに慣れていな
い機器を操作するときには手引き書（マニュアル）を参照するものだが，
対人関係の場面においても，あたかも機械を操作するようにマニュアル通
りに対処しようという人々がいる。それが接客サービスといった場面なら
ばまだわからないでもないが－事実かどうか筆者も疑っているがあり得な
い話でもないと思わされる逸話に，某ファストフード店で数人前以上の注
文をしても「こちらでお召し上がりですか」と聞かれるという都市伝説も
ある－，また，友人や恋人との付き合い方までマニュアルに教わろうとい
う者までいるという３）。例えば，デートをするにも，どのような台詞をい
うべきか，どこの店で食事をするかといったことまで，マニュアルが頼り
なのだ。なかには，味覚までがマニュアル通りになってしまって，ガイド
ブックにおいしいと書いてあった店で食べると，それだけでおいしく感じ
る者もいるとのことである。
　ところで，人間関係がマニュアル頼りになってゆくのにはいくつかの要
因が関係しているのかもしれない。例えば，人間関係の中で相手が感じて
いることを実感として感じとる感性が欠けてしまいがちな社会になってき
ているのではないかとおもわれる。また，親子関係や兄弟関係，あるいは
遊び仲間との関係の中で，こういうことをすると相手がどう思うかといっ
たことを実感しながら感性が養われていくが，そういう感性の欠けた人間
が，実感抜きでマニュアルに書いてあること通りに知識にしたがって行動
しがちになるのかもしれない。最近，実感する感性が養われにくくなって
きたという問題の背景に，子どもの頃に経験する人間関係が貧困になり希
薄になってきたことが想定できる。昔は，兄弟の数が多くさまざまな形の
人間関係を子どもの時から兄弟で体験できたし，さらに近所の子とグルー
プを作って遊ぶことも多かったが，今は兄弟の数も少なく近所の色々な子
どもと付き合うという経験も少くなっている。そういったことが何らかの
影響を与えているのではないかというのである。（なお，これが少子化そ
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
186
のものの直接的な影響なのか，「子どもはひとりで十分だと考え，なおか
つ自分の子が近所の子や親戚の子と遊ぶ機会をつくろうともしないような
親」に育てられることによる心理的な影響なのかは微妙であるが，おそら
く後者であろう。つまり，ひとりっ子で，まわりに一緒に遊ぶような子ど
もがいないという場合でも，両親との間で情緒的な関わりを十分に体験で
きるならば，実感する感性が養われずに育つということもないかもしれな
い。）
　上記のような若者についての記述を読むと，まさにマニュアル依存症と
名づけられる人たちに合致すると思われる点が少なくない。つまり，実感
する感性に乏しく自分の感覚に実感がもてないからこそ，人間関係の場面
においてさえもマニュアルやガイドブックに情報を求めるのではないかと
想像できる。
　本稿では，こうしたマニュアル社会にあって実感する感性に乏しい者（筆
者を含めて）が，いかにすれば自発的で創造的な人間関係を作ることがで
きるかという問題を取り上げることにしたい。
３．人間関係とガイドブック
　　　マニュアル頼りの精神療法
　古くからの伝統のある都内の某私立大学病院の精神科のケースカンファ
レンスで，抑うつ感と共に幼児帰りとでもいうべき症状を示した周産期の
女性の事例が若い精神科医によって報告された。この事例の治療の基本的
な方針は「必ず治りますよ」と繰り返し保証して安心感を与えることであ
るという報告だった。出席者のひとりから，なぜ必ず治ると保証するのか
と質問されると，その精神科医は「この患者は幼児帰りといっても抑うつ
的な傾向が顕著であり，うつ病患者には必ず治ると保証するとよいと本に
書いてある」と答えた。しかし，なぜうつ病患者には必ず治ると保証して
あげることがよいと思うのか，その女性患者にとって必ず治ると保証され
ることがどういう意味を持っているのか，といった疑問には全く答えるこ
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とができなかった。
　思わず失笑しそうになりながらも私自身が心理臨床の場で行ってきたこ
とを顧みて，私もこの精神科医と大して変わらないということに気がつい
た。私は，これまで精神療法のバイブルとされるような本を次々に読んで
｢how to｣ あるいは ｢know how｣ を身につけることに躍起になってきた。
そして，相談に訪れた人を前にすると，目の前にいる相談者の気持ちを感
じとろうとするよりも，まず，今までに読んだことのある（つまりは精神
療法の成書をものにするような“立派な治療者”による）症例のどれに似
ているかを考え，その症例報告の著者の真似をして対処することが多かっ
た。しかし，そのような経験が私に示したことは，書物にかかれている通
りに対処しようとすると精神療法の真似ごとになってしまい，精神療法と
呼べるようなものにはならないということであった。
４．人間関係の対処法マニュアル
　　　（精神疾患患者の家族向けのガイドブックを参考に）
　ところで，統合失調症病の治療技法として注目を集めている「家族に対
する心理教育」というのも，患者に対してどのように対応するかを家族に
指導するものであるから，ある意味では，治療的な対応のためのマニュア
ルを家族に与えるようなものである。たとえば，家庭でしばしば起こる場
面を具体的に引き合いに出しながら「家族からみるとわがままとしか見え
ない患者の言動を，わがままとみずに症状だと思うようにする」「批判的
にならず，また過干渉にならないように心がける」といった指導をおこな
うのである。このような「心理教育」は統合失調症の再発予防に効果があ
るとされ，私が以前勤務していた病院でも心理教育に積極的に取り組んで
いた。そこでは実際に，効を奏したと思われるケースを少なからずみてき
たが，全体からみるとそれは決して多くはなかった。
　たとえば，自室にこもって無為自閉的に過ごしている青年の親に対して
「何もしようとしていないことを批判したり，なにかをさせようと干渉せ
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ずに，見守っているように。もし，本人が何かやりたいといったらその気
持ちを尊重してあげるように」というような助言が与えられたことがあっ
た。その後，この青年がぽつんと「車の免許を取りたい」というや，たち
まち教習所の入学金と授業料が支払われ，「英会話でも習いたい」という
やたちまち英会話学校の入学金と授業料が支払われるということになっ
た。しかし，免許を取りたいとか英会話を習いたいと話すというのと，実
際に学校に通うというのとはまた違った問題で，この青年の無為自閉的な
生活は変わらなかった。その結果，親の方は，批判や干渉をしないように
と助言されているのでことばにだして非難はしないが，「～したいと言っ
ても口ばっかりで気が変わりやすい，わがままだ」と思って批判的な目で
見るようになり，この青年の方も親の批判的な視線を痛いほど感じてしま
うようになってしまった。
　一方，治療的に働いたケースというのは，「家族がわがままだとみなし
ている患者の言動についてじっくりと話をきき，一緒にその言動の意味を
考え，そうせざるを得ない状況にいる患者の気持ちに想いを巡らせている
うちに，その言動をわがままだとは呼ぼうにも呼べない気持ちが当の家族
の心にわいてくる」というようなことが起きたケースであったといえる。
家族にしてみれば，心の中にそういう気持ちがわいてこないのに「わがま
まだと思うな。批判するな。干渉するな」と教育・指導されても，わがま
まだと思うなという方が無理な話だということになるだろう。　
　家族教育が治療的になるためには，わがままだとしか思えなかった行動
について，家族が患者の視点からも見ることができるようになることが重
要なのである。そのためには，家族に対して治療者が，患者の行動の意味
をわがままではないと一方的に決めつけずに，わがままとしか思うことが
できない家族の視点に立つことが必要である。治療者が相手の視点に立つ
ことができて初めて，家族もまた患者の視点に立つことができる。しかし，
治療者は患者の行動について家族と一緒になってわがままだと批判してい
ればよいわけではない。家族の視点に立ちながらも，患者の行動について
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家族と一緒に新たな意味を見つけ出すことが課題となるのである。視点を
変え相手の立場からものをみることが治療者にとって必要であると指摘さ
れているが，この家族教育においても，やはり自らの中に矛盾対立した視
点を作りだし，それを止揚することが大切なのである。
　そして，教育実習先で「わがままな子」に翻弄されている実習生につい
ても，同様のことが重要であるとも考えられる。
５．マニュアルに描かれた人間関係
　ところで，マニュアルに描かれた人間関係の，実際の人間関係との大き
な違いは，深みがなく平面的であるという点である。実際の人間関係は，
深みや奥行きがあり３次元の空間に広がるものだが，マニュアルの頁は２
次元の平面にすぎない。現実の人間関係の中で他者との関わりを体験した
者を，実際に咲きかけた花を見て咲ききった花の香りをかぎ触れてみた者
に例えるなら，マニュアルで他者との関わり方を学んだ者は花を写真で見
た者，あるいは押し花を見た者といってもよいだろう。つまり，マニュア
ル通りの人間関係を作ろうとする人は，結局は命のない写真や押し花のよ
うに平面的（表面的）な人間関係を作ることになる。人間関係の中で他者
との関わりを体験して感性を養っていないと，実感を伴った人間関係がも
てず表面的な関係しか作れないということであろうか。
　マニュアル通りの人間関係は平面的で命のない残骸のようなものである
と述べたが，精神療法あるいは教育実習について，マニュアルで学ぶ場合
も同じである。先達の著作で ｢how to｣ や ｢know how｣ を身につけたつも
りになっていても，それだけでは先達のような対処ができるわけではない。
実際の治療は３次元の空間に広がっているが，書物にかかれたものは２次
元の平面に押しつぶされたものである。マニュアルを読んでそれを真似る
ということは，先達の“平面化され命を失った残骸”に自らを似せようす
ることになる。フロイトが「この治療にはお手本がない４）」と述べている
のはまさにこのようなことをいっているのであろう。
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　しかし，相手の気持ちを実感として感じとる感性によほど優れた天性の
ある人でなければ，先達の著作を学ぶことなく人間関係の援助的立場に携
わることは難しい。実際の対人関係の中で感性をはぐくまれていない者が
適切な援助者になるには書物（マニュアル）を読むことも必要であろう。
ところが，感性が育まれていなければいない程，書物を読むと著者との適
切な距離をとることができず，自分がその著者になりきったかのように対
処しやすい。そしてその結果，命を失った残骸のような，対人援助をする
ことになる。
　こうしたことにならないためには，どのように書物を読めばよいのであ
ろうか。たとえば，平面に印刷された写真から立体的な像を認めるために
は，別の視点に立てばどのように見えるかを考えることが必要である。同
じように，書物の頁という平面に描かれた先達の姿から立体的で生命を
もった治療者の姿を読みとってゆくためには，別の視点からみることが必
要となるといって良いだろう。
　書物（例えば小学校低学年の児童への接し方といった感じの書物である）
を読んで自分がその著者になりきったつもりになって対処するのは，言い
換えると別の視点からみることができないということである。しかし，著
者に学ぼうとして書物を読むのであれば，もちろんその著者のように考え
てみようという姿勢があって当然である。しかし，書物から何かを学ぶた
めには，著者と同じように考えてみようとしながら別の視点でも考えると
いう態度が求められるのである。つまり，自らの中に矛盾対立した視点を
作り出すことが求められるのである。
　自らの中に矛盾対立した視点を作り出すことが対人援助を学ぶために必
要だと考えてみると，ロール・プレイングがまさにその修行として適って
いると思われる。なぜならば，ロール・プレイングでは，役割交替などを
行うことによって対立する視点から見ることができるようになることを目
指し，その対立する視点を止揚させながらドラマが展開することを目指す
からである。また，ドラマにおける人間関係のなかで，相手の気持ちを感
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じとろうとし，いかに自分が相手の気持ちを感じとっていないかを省みる
ことができるからである。さらに，自分が演じたプレイを振り返ることで，
権威との距離の取り方の自分のパターンに気づくことができるのである。
　以下では，最初に述べたロール・プレイングの実際の場面を提示して，
これを教育実習にとっての修行ととらえる立場から考察してみたい。
６．教育実習生にとってのロール・プレイング
　　　対立する視点の止揚
　ここで，「問題児」とされる子ども（小学校低学年）の相手をしていた
教育実習生が，ロール・プレイングを通して自らの中に矛盾対立した視点
を作り出し，その子どもの行動の意味を実感した実際の例を示してみたい。
　ここで取り上げるのは，某年に行われた某大学でのロール・プレイング
研修会で私が監督として参加したドラマである。このプレイの考察をふま
えてふたつの視点を止揚するということについて検討してみたい。
　小学校低学年の授業で，子どもに平均台の歩き方を教えていた教育実習
生が指導していたら，ある少年が平均台の上でスーパーマリオごっこ（？）
を始めたという。他の子どもが「勝手なことするなよ」と口々に言ってや
めさせようとするが，断固やめない。そこで実習生は，けんかになっても
いけないし，教師が子どもの勝手な行動を放置しておくわけにも行かない
ので，とにかく割って入った。何かの本で読んだように，自分がしゃがん
で子どもの目の高さにあわせて，子どもの気持ちを良く聞いてやって，集
団行動に合わせるようにと諭そうとしたという。ところが，その子は頑と
してやめないし，他の子の番になっても平均台からおりようとしない。実
習生としては，正規の先生から，こんなことにも対処できないと思われて
いるようでつらかったという。
　また，ある時には，授業が終わった後，その子が帰宅しようとせず，実
習生の所に絵本を持ってきて「読んで！」と言ったが，実習生は職員室で
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他の作業があったので断ると，だだをこねて暴れたとのこと。この時も，
子どもがだだをこねている時の対応について書いてあった本を思い出し
て，それらしく対処したが，なかなかおさまらず，他の正規の教員が呼び
に来たのでその場を離れることができたという。
　このようなことが語られたので，この子どもと実習生との間で起きてい
ることについて考えてみるためにロール・プレイングをおこなった。
　まずはじめに，実際に起きていることを再現するために，子ども役Aが平
均台でスーパーマリオごっこをやり始め，他の子と争いになっているという
場面を設定し，実際にそこに介入した実習生に実習生役を演じてもらった。
子供A：スーパーマリオごっこやろうっと。（平均台の近くに跳び箱を持っ
　　　   てこようとする）
子供B：ダメだよ。今は平均台の時間だよ。
子供C：他の子も平均台の順番を待っているんだからだめだよ。
子供A：ぼくはこうやりたいんだ。（けんかになりそう）
実習生：Aちゃんはどうしてスーパーマリオをやりたいのかな。
　　　　（後略）
　この実習生は「だいたいこんな感じだった」という。
　そこで，実習生に子供Aの役を演じてもらい，子供A役だった学生に実
習生役を演じてもらった。
　プレイの展開はほぼ同様だったので，省略する。
　子供A役を演じた実習生は「どうして，と聞かれると問い詰められて責
められているような気がする」と述べ，自分が子どもの頃に親から「どう
して」と聞かれると責められているような気がしたとも述べる。
　少し実際のエピソードとは違うが，子供Aがスーパーマリオに固執する
ので，実習生役が「Aちゃんはそんなにこれが好きなんだね。それなら好
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きなだけやっていていいよ」と言ってあげ障害物となる跳び箱も用意し，
他の子のためには別の平均台を用意して決まったプログラムを続けるとい
う設定にしてみた。配役は，子供A役と実習生を交替したが，他は上記と
同じである。（プレイは省略）
　この後感想を聞くと，子供A役の実習生は「好きなことをやらせてもらっ
ているんだけど全然面白くない。相手にされてない感じがする」という。
　さらに授業終了後，絵本を持ってきて「読んで！」という場面を,実習
生が実習生役，別の大学生が子供A役で再現してみた（プレイは省略）。
　今度は2人の役割を交替し，実習生に子供A役を演じてもらった（これ
もプレイは省略）。さらに実習生が子供A役は同じだが，実習生役の学生に，
際限なく「わがままな子」の要求に応じるようなプレイを指示してみた。
この後の子供A役（実際には実習生）の感想が面白い。
　「要求が通ってしまうと，自分が要求が満たされないと我慢できない子
として扱われているみたいで，ひとりの人として承認されていないように
感じた」「毅然としていてもらった方が安心」「決して崩れないはずのもの
が崩れてしまうようで不安になる」といった感想であった。
　これらの感想が出てきたゆらいについて，この実習生にも自由連想をし
てもらいたかったが，このプレイは特定の個人を理解するためのものでな
く，ロール・プレイングの初心者に体験的にロール・プレイングを知って
もらうためのものであったのでそこまではしていない。ただ，この実習生
の心の中にある何かが，こういう感想を語らせたのかもしれない。ただ，
人間はひとりひとり違うようでいて，同じような心の構造を持つ人も多い。
筆者自身も，自分が同様の役を演じたなら，同様の感想を抱くのではない
かとも思う。
　なお、芥川龍之介の「芋粥」もグリム童話の「貧乏人と金持ち」も要求
が叶った後，つらい気持ちになるという話であり，このプレイに合致して
いて興味深い。
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７．おわりに
　本稿のはじめに，実感する感性に乏しい人間というテーマを取り上げた
が，ある意味では三島由起夫はその典型的な例といえるかもしれない。父
親によると彼は親孝行で有名であったというが，「親孝行と申すより，生
来の几帳面さ，潔癖のなせる技ではないかしらと思われます５）」と親には
感じられていたともいう。その具体的な例として，親との関係の中で「み
やげを買っていけば喜んでくれるかな」という気持ちが湧いてきてみやげ
を買うのではなくて，親孝行というのは親にみやげを買うことであるとい
う何かで読んだ知識にもとづいてみやげを買っていたというエピソードが
紹介されている。
　三島の作品は海外でも高く評価されているが，三島研究の第一人者であ
るサイデンステッカーによる「すでに知識として持っていることに基づい
て書く」「（作中人物を描くための努力が）本質的な空虚さを示すに止まっ
ている」「一体真に語りたいことがあったのか」といった批評６）や八木義
徳による「頭に見えるように書く」という批評７）もあながち的外れでは
あるまい。人間の気持ちを実感として感じとる感性によって書いていたと
いうより，こういった場面ではこう感じるものだという知的な理解とモデ
ルの存在とに頼って書いていたという面があるといえるだろう。
　三島は，父親の手記によると，常に祖母の枕元に禁足され，母親に授乳
してもらうのも４時間おきと祖母に決められていたそうであり５），対人関
係の中で感性を育まれる機会に乏しかったであろうことがうかがわれる。
　一般に作家として大成した人には，母子関係などの人間関係に恵まれな
かった人が多いとされているが，母子関係に恵まれない人が必ず作家とし
て大成するわけではない。上記のような特殊な環境の中にありながら，決
定的な精神的破綻を免れて大成できたのは，ひょっとすると小学校時代か
ら王子様やサロメ，クレオパトラなどの扮装をして遊ぶのが何よりも好き
で，一生の夢として舞台作りにひかれていた５）ことが，ある意味では治
療的に働いたのではないかと私は空想している。しかしまた，その舞台作
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りというのが，相手の気持ちを感じとりながら，相手との関係の中で起き
てくる感情を表現するロール・プレイングではなくて，自分の描いたシナ
リオ通りに演じる舞台であったから，文学作品も創造性に乏しいと評され
るような，モデルに頼った作品にとどまり，ある意味ではやはり破綻に至っ
たのではないかとも空想している。
　ところで三島は，太宰治について「この男は，文学にこんなものを持ち
こむよりも，冷水摩擦でもすればよかったのだ」と批評したそうである。
それに倣っていえば，三島は舞台づくりよりもロール・プレイングをすれ
ばよかったのにと思う。ロール・プレイングで修行したならば，より一層，
創造性の高い，感性の豊かな作品を書くことができたのではなかろうかと
夢想してしまうのである。私のように文学に疎い人間がこのようなことを
述べるのはおこがましいが，45年前にロール・プレイングが普及してい
れば三島はどうなっていただろうか。三島が舞台作りをやらなかったらと
か，ロール・プレイングをやっていたらと考えるのは，単なる夢想にすぎ
ないが、、、。
　しかし，ロール・プレイングの効果について二重盲検法を用いて検討す
ることもできないので，あくまでも主観的な印象にすぎないのであるが，
筆者としては，ほんの少しかもしれないがロール・プレイングになにがし
かの効用があるような気がしている。
　本稿で取り上げた教育実習生からは，その後，何度か連絡があり，研修
会の後，実習が楽になったこと，｢我の強いわがままな子｣ のことを自分
のことと感じるようになったこと，小学校低学年を演じた時の気持ちや実
習生役を演じた時の相手の子供役がいった言葉や観客から指摘されたこと
が自分の中に入ってきて色々な視点で考えられるようになってきたこと，
自分の幼少期における親との関係についても考えるようになり怒りや不安
を感じてもそれらがアクチュアルなものでなくかつて抱いた気持ちが
蘇ってきただけかなと思えるようになってきた、といった報告を受けた。
最後のことは，ある意味では，転移を転移であると気づくことが少しはで
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きるようになりつつあるということであり，自分の中に湧いてくる感情が，
目の前の人との関係でおきているのか転移に由来するものなのかを考える
ことが少しはできるようになってきてるのではないかということであろう。
　ところで，一般向きに精神分析の解説書を次々に書いているある精神科
医は，次のようなことを述べている８）。この精神科医は，混雑した電車で
自分が座っている目の前に立っている老人を見て，席を譲らなければ叱ら
れると感じる超自我型人間ではなくて，席を譲るような人間でありたいと
考えて譲る自我理想型人間を，あるべき姿と考えているようである。
　しかし私は，目の前の老人の感じている気持ちを実感として感じとって
自然な行動が自発することを目指したい。たとえば立っているのがかなり
つらいというような気持ちを感じとったときには席を譲ることができ，相
手が席を譲られたくないと思っているような場合にはそれに応じた行動を
とれるようになりたいと思う。目の前の老人に父親の姿を重ね合わせて見
て，自分勝手に同情したり，あるいは父親への怒りをよみがえらせて席な
んか譲るものかと思ったりするのではなく，また席を譲られるべき哀れな
老人という役割を一方的に押しつけたりするのではなく，現実の相手との
関係で行動できるようになることを目指したいと考えている。そして，そ
のためにはこれからもロール・プレイングを通して修行し続けることが必
要であると考えている。
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